
（新潟県）

健
幸
が
基
盤
の
ま
ち「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」

発
祥
地
に
見
る
進
捗
状
況
と
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》視
察
団

　

今
回
の
見
附
市
ル
ポ
の
テ
ー
マ
は
、
見
附
市
が
推

進
す
る《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》の
取
り
組

み（
進
捗
）状
況
に
つ
い
て
│
│
。
そ
の
取
材（
５
月

24
日
）
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
視
察
団
の
一

員
と
し
て
、
企
画
調
整
課
総
合
戦
略
室
の
ご
案
内
で

市
内
各
所
を
巡
る
道
行
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》は
現
在
、
全
国

各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
手
法
「
ス

マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
（
以
下
、
Ｓ
Ｗ
Ｃ
）」
の

出
発
点
と
な
っ
た
先
進
事
例
だ
。
詳
細
は
後
述
す
る

が
、
視
察
先
は《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》に

関
連
し
た
、
性
格
の
そ
れ
ぞ
れ
違
う
交
流
施
設
が
中

心
。
総
合
戦
略
室
に
よ
れ
ば
、
同
様
の
視
察
を
こ
の

と
こ
ろ
毎
年
１
０
０
回
以
上
受
け
入
れ
、
年
間

１
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
参
加
者
の
多
く
は
《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み

つ
け
》
の
実
現
、
す
な
わ
ち
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
手
法
と
し
て
近
年
脚
光
を
浴
び
る
Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
実

現
に
向
け
た「
本
家
・
見
附
市
」の
取
り
組
み
を
、
自

ら
の
ま
ち
の
施
策
の
参
考
事
例
、
先
進
事
例
と
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
都
市（
市
区
町
村
）の
関
係
部

署
の
職
員
で
あ
る
。
さ
ら
に
都
市
計
画
な
ど
の
研
究

機
関
の
職
員
、
地
方
進
出
を
検
討
す
る
民
間
企
業
の

関
係
者
な
ど
も
珍
し
く
な
い
と
い
う
。

　
《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》
は
「
住
ん
で
い

る
だ
け
で
健
や
か
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
を
持
ち
、
平
成
28
年
度
〜
令
和
７
年
度

ま
で
を
実
施
期
間
と
す
る
「
第
５
次
見
附
市
総
合
計

画
」の「
都
市
の
将
来
像
」（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）で
も
あ
る
。

　

例
え
ば
企
業
が
中
期
経
営
計
画
な
ど
に
掲
げ
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
場
合
に
は
、
具
体
的
な「
売
上
目
標
」な

ど
に
リ
ン
ク
し
た
文
言
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多

い
。
社
員
の
士
気
向
上
や
株
主
へ
の
ア
ピ
ー
ル
な

ど
、
そ
の
背
景
に
は
営
利
事
業
体
な
ら
で
は
の
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
い
る
。

　

そ
の
点
、
営
利
事
業
体
で
な
い
、
都
市
の
中
期
経

営
計
画（
総
合
計
画
）の
場
合
に
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン（
都

市
の
将
来
像
）
は
具
体
的
な
目
標
と
い
う
よ
り
、
将

来
的
に
こ
う
あ
り
た
い
と
い
う
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

言
葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
。
だ
が

《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》
の
実
現
と
、
そ
の

成
果
と
し
て
の
「
住
ん
で
い
る
だ
け
で
健
や
か
に
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
実
現
と
い
う
見
附
市
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
単
な
る
理
想
像
で
は
な
い
。

　

見
附
市
が
長
期
ス
パ
ン
で
着
々
と
、
常
に
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
き
つ
つ
、
具
体
的
な
結
果
を
想
定
・

市 政 ル ポ 見
み つ け

附市

久
くすみ

住時
とき お

男
見附市長
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達
成
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
到
達
目

標
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
で
そ
の
成
果
が
既
に
見
え

つ
つ
あ
る「
事
例
」な
の
だ
。
見
附
市
に
全
国
か
ら
こ

れ
だ
け
多
く
の
視
察
団
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
の

も
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　
《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》の
取
り
組
み
が

正
式
に
始
ま
っ
た
の
は
平
成
21
年
。
今
年
で
10
年
目

に
な
る
が
、
こ
の
取
り
組
み
が
始
ま
る
前
段
も
含
め

た
経
緯
に
つ
い
て
、
久
住
時
男
市
長
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

　
「
生
ま
れ
故
郷
の
見
附
市
の
方
々
か
ら
の
熱
心
な

お
誘
い
で
、
平
成
14
年
に
民
間
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
か
ら
市
長
へ
と
転
身
し
て
以
来
、
近
い
将
来
に
不

可
避
的
に
訪
れ
る
超
高
齢
社
会
に
備
え
る
べ
く
、
健

康
施
策
を
メ
イ
ン
と
す
る
市
政
運
営
を
、
継
続
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》が
掲
げ
て
い
る

各
種
の
取
り
組
み
は
そ
れ
ぞ
れ
が
、
活
力
あ
る
社

会
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
仕

組
み
の
構
成
要
素
で
す
が
、
そ
の
原
点
は
市
長
に
就

任
し
て
す
ぐ
始
め
た
、
高
齢
市
民
の
寝
た
き
り
予
防

を
目
的
と
す
る
、
健
康
運
動
教
室
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
寝
た
き
り
の
原
因
で
最
も
多
い

脳
血
管
疾
患
を
予
防
す
る
た
め
の
有
酸
素
運
動
と
、

転
倒
骨
折
の
予
防
の
た
め
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
筑
波
大
学
久
野

譜
也
教
授
の
研
究
室
の
ご
協
力
の
下
、
個
人
の
体
力

面
や
身
体
状
況
な
ど
に
合
わ
せ
た
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
み
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
運
動
の
成
果
の
『
見

え
る
化
』
を
図
っ
て
い
る
。
参
加
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
努
力
も
積
み
重
ね
て
お
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
参
加
者
の
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
効
果
と
し
て
は
、
見
附
市
の
高
齢
化
率

は
現
在
30
％
を
少
し
超
え
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
市
民

の
介
護
認
定
率
が
平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
は
、
新

潟
県
内
で
最
も
低
い
順
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
得
て
し
て
健
康

に
関
心
の
あ
る
一
部（
３
割
ほ
ど
）の
熱
心
な
市
民
の

参
加
で
あ
り
、
残
り
７
割
は
無
関
心
層
の
ま
ま
と
い

う
よ
う
な
形
で
終
始
し
が
ち
で
、
地
域
全
体
の
健
康

見附市

新潟市

みつけイングリッシュガーデンを行く視察団

高齢者でいつも満員御礼の健康運動教室（ネーブルみつけ）
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の
底
上
げ
に
は
な
り
に
く
い
と
い
う
限
界
も
そ
の
過

程
で
は
見
え
て
い
ま
し
た
。
人
口
減
少
の
進
展
、
超

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
は
、
し
か
し
、
悩
ん
で
い

て
も
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
同
様
の
悩
み
を
抱
え
る
全
国
の
自
治
体
首

長
有
志
と
連
携
し
、
筑
波
大
学
久
野
研
究
室
な
ど
と

の
産
官
学
連
携
に
よ
っ
て
、
市
民
の
健
康
増
進
事
業

を
基
盤
に
各
種
の
都
市
的
課
題
解
決
の
た
め
の
勉
強

会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
発
想
で
、
平
成
21
年
に
誕
生

し
た
の
が
、
Ｓ
Ｗ
Ｃ
首
長
研
究
会
（
会
長
＝
久
住
時

男
見
附
市
長
）で
す
。

　

そ
れ
以
来
、
見
附
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
施
策

は
全
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
見
附
市
流
に
よ
る
実
現
、
す
な

わ
ち
《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》
の
実
現
に

収し
ゅ
う
れ
ん

斂
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

全
国
86
市
区
町
村
が
参
加
す
る 

Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
可
能
性

　

Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
基
盤
は
、
ま
ず
「
市
民
個
々
が
健
康
で

生
き
が
い
を
持
ち
、
安
全
安
心
か
つ
豊
か
な
生
活
を

営
む
こ
と
の
で
き
る
状
態
で
あ
る
『
健
幸
』
を
目
指

す
」（
久
住
市
長
）こ
と
に
あ
る
。

　

こ
れ
を
全
て
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
基
本
理
念
と

し
、
生
活
習
慣
病
や
寝
た
き
り
を
予
防
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
施
す
る
の
が
、
Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
だ
。
端
的
に
は
、
健
康
運
動
教
室
な
ど
を
中
心

に「
市
民
の
歩
く
習
慣
」の
醸
成
を
多
角
的
に
実
践
す

る
。
同
時
に
行
政
は
、
交
流
拠
点
の
設
置
、
公
共
交

通
の
充
実
化
、
街
な
か
の
に
ぎ
わ
い
の
創
造
、
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
可
能
に
す
る
防
犯
・
防
災
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
な
ど
、「
市
民
が
歩
い
て
楽
し
い
ま

ち
づ
く
り
」「
ず
っ
と
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」な
ど
を
実
践
し

て
い
く
。

　
「
市
民
が
健
幸
を
享
受
し
、
楽
し
く
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
地
域
に
は
、
活
気
が
お
の

ず
と
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
ま
ち
は
、
外

部
か
ら
た
ま
た
ま
訪
れ
た
人
た
ち
の
関
心
を
も
呼

び
、
暮
ら
し
や
す
さ
へ
の
好
感
度
が
高
ま
り
ま
す
。

同
時
に
事
業
の
拡
大
を
図
る
企
業
や
店
舗
な
ど
も
、

そ
う
い
う
ま
ち
に
進
出
し
た
く
な
る
。
結
果
的
に

雇
用
の
場
が
生
ま
れ
や
す
く
な
り
、
子
育
て
世
代

に
も
共
感
を
得
や
す
い
各
種
の
環
境
が
醸
成
さ
れ

る
な
ど
の
副
産
物
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
実
際
、

企
業
の
進
出
や
商
店
街
の
再
活
性
化
な
ど
も
含
め
、

見
附
市
で
は
そ
う
し
た
循
環
が
既
に
少
し
ず
つ
形

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
市
民
の
健
幸
の
実
現
を
出
発
点
に
、

全
て
の
施
策
に
枝
葉
を
延
ば
し
て
い
く
こ
と
で
、『
市

民
が
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
』『
地
域
が
元
気
な
（
活
力

の
あ
る
）
ま
ち
づ
く
り
』『
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
』『
健
幸
を
理
解
し
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
』
な

ど
、
現
代
の
都
市
が
抱
え
る
課
題
へ
の
対
処
が
体
系

化
さ
れ
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
、
論
理
的
な
解

決
が
な
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
視
点

で
ま
ち
づ
く
り
を
捉
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
へ
の
糸
口
が
自
然
に
関
連
付
け
ら
れ
、
見
え
て
く

る
の
で
す
」（
久
住
市
長
）

　

発
足
当
初（
平
成
21
年
）は
見
附
市
を
は
じ
め
、
７

県
９
市
の
首
長
の
参
加
で
始
ま
っ
た
Ｓ
Ｗ
Ｃ
首
長
研

究
会
へ
の
参
加
者
は
、
令
和
元
年
７
月
２
日
現
在
、

38
都
道
府
県
86
市
区
町
村（
70
市
１
区
14
町
１
村
）に

拡
大
し
て
い
る
。
今
回
の
市
政
ル
ポ
取
材
後
の
１
カ

月
間
だ
け
で
、
４
市
１
町
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

　

驚
く
べ
き
は
、
そ
の
参
加
都
市
の
い
ろ
い
ろ
な
意

高齢者が積極的に歩きたくなるまちづくりには市域の主要
ルートをカバーするコミュニティバスが不可欠

市街地の幹線道路に設置されている自転車用レーン
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見附市　市 政 ル ポ

（新潟県）

味
で
の
幅
の
広
さ
だ
。
県
庁
所
在
市
が
８
市
で
、
そ

の
う
ち
政
令
指
定
市
が
４
市
。
一
極
集
中
の
続
く
東

京
特
別
区
の
中
野
区
も
会
員
だ
。
さ
ら
に
人
口
約

１
９
５
万
人
の
札
幌
市
か
ら
人
口
約
１
万
２
０
０
０

人
の
千
葉
県
白
子
町
ま
で
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
参
加
都
市
の
幅
の
広
さ
が
物
語
る
の
は
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
と
し
て
の
Ｓ
Ｗ

Ｃ
が
、
非
常
に
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
性
に
優
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
人
口
規
模
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
都
市
の
置
か
れ
た
状
況
の
違
い
に
合
わ
せ
た
取

り
組
み
が
可
能
な
の
で
す
」（
久
住
市
長
）

　

と
こ
ろ
で
今
回
の
取
材
で
参
加
し
た
視
察
団
で
は
、

兵
庫
県
川
西
市
お
よ
び
千
葉
県
白
子
町
の
Ｓ
Ｗ
Ｃ
担

当
職
員
の
方
と
も
同
席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
両
市

町
の
担
当
者
が
今
回
の
視
察
団
に
加
わ
っ
て
い
た
の

は
、
見
附
市
・
川
西
市
・
白
子
町
の
２
市
１
町
が
連

携
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
５
年
計
画
で
実
施
し
て
い

る「
Ｓ
Ｉ
Ｂ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
）

ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
担
当
者
会
議
（
見
附

市
）に
前
日
か
ら
出
席
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

健
康
増
進
が
基
盤
の 

ま
ち
づ
く
り
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

　
「
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活
用
し
た
、
広
域
自
治
体
連
携
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
の
地
域
再
生
計
画

に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
民
間
事
業
者
で
あ
る
『
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン

ク
』『
つ
く
ば
ウ
エ
ル
ネ
ス
リ
サ
ー
チ
』
が
中
心
と
な

り
、
川
西
市
（
人
口
約
16
万
人
）・
見
附
市
（
同
約

４
万
１
０
０
０
人
）・
白
子
町（
同
約
１
万
２
０
０
０

人
）
と
い
う
規
模
の
違
う
都
市
が
連
携
し
て
行
う
、

各
種
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
を
成
果
連
動
型
契
約
で
事
業

実
施
す
る
も
の
で
す
。
川
西
市
・
見
附
市
・
白
子
町

は
そ
れ
ぞ
れ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
健
幸
ポ
イ
ン

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
健
康
運
動
教
室
な
ど
の
生
活
習
慣

病
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
平
成
30
年
度
〜
令
和

４
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
計
１
万
人
以
上
の
市
民
・

町
民
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
総
計
１
億
８
０
０
０
万
円
程
度
の
医
療
費
抑
制

の
達
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
事

業
評
価
は
筑
波
大
学
久
野
研
究
室
が
行
い
、
達
成
さ

れ
た
と
の
評
価
が
得
ら
れ
れ
ば
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
し
て
民
間
事
業
者
に
も
相
応
の
対
価
が
支
払
わ
れ

る
仕
組
み
で
す
」（
久
住
市
長
）

　

こ
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活
用
し
た
広
域
自
治
体
連
携
の

「
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
令
和
元

年
度
か
ら
や
は
り
Ｓ
Ｗ
Ｃ
首
長
研
究
会
の
会
員
自
治

体
で
あ
る
山
口
県
宇
部
市
（
人
口
約
16
万
５
０
０
０

人
）、
京
都
府
八
幡
市
（
同
約
７
万
１
０
０
０
人
）、

鹿
児
島
県
指
宿
市（
同
約
３
万
９
０
０
０
人
）、
岩
手

県
遠
野
市（
同
約
２
万
６
０
０
０
人
）、
埼
玉
県
美
里

町（
同
約
１
万
人
）の
５
市
町
の
連
携
で
の
拡
大
実
施

が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
こ
の
よ
う
に
日
本
列
島
の
北
か
ら
南
ま
で
、
規

模
の
違
う
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
が
連
携
し
な
が
ら
、
健

ウエルネスシティの効果は企業進出地としての人気にも反映（県営中部産業団地）

老若男女が交流し、商店街を元気にしている「コミュニティ銭湯ほっとぴあ」
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幸
の
ま
ち
づ
く
り
に
邁ま

い
し
ん進
し
、
医
療
費
の
抑
制
を
図

る
壮
大
な
実
験
が
、
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｗ
Ｃ
首
長
研
究
会

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
次
々
に
実
施
さ
れ
始
め
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｃ
首
長
研
究
会
の
こ

の
10
年
間
の
取
り
組
み
が
、
超
高
齢
・
人
口
減
少
社

会
の
課
題
に
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
風
穴
を
開
け
る
、

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

各
方
面
が
認
知
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の
だ

と
自
負
し
て
い
ま
す
」（
久
住
市
長
）

　

ち
な
み
に
Ｓ
Ｗ
Ｃ
首
長
研
究
会
の
10
年
間
に
わ
た

る
成
果
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
特
に
顕
著

だ
っ
た
こ
と
が
、
取
材
直
後
の
５
月
30
・
31
日
、「
第

20
回
Ｓ
Ｗ
Ｃ
首
長
研
究
会
」（
大
阪
・
高
石
市
）
の
席

上
に
て
、
発
表
さ
れ
て
い
る
。

【
成
果
①
公
共
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
や
緑
道
・
歩

道
・
自
転
車
道
等
ハ
ー
ド
面
で
の
ま
ち
づ
く
り
／
成

果
②
健
康
医
療
デ
ー
タ
分
析
と
総
合
的
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
客
観
的
評
価
／
成
果
③
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
よ
る
住
民
の
行
動
変
容
促
進
／
成
果
④
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
】

　

さ
て
、
こ
こ
で《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》

の
取
り
組
み
の
事
例
を
訪
ね
る
視
察
コ
ー
ス
の
話
題

に
戻
る
。
視
察
地
は
【
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
レ
ア
ン
ト
の
ロ
ビ
ー
を
出
発
／
①
み
つ
け
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
／
②
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ネ
ー
ブ
ル
み
つ
け（
健
康
運
動
教
室
）／
③
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
銭
湯
み
つ
け
健
幸
の
湯
・
ほ
っ
と
ぴ
あ
／
④
健

康
の
駅
／
⑤
ウ
エ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン
み
つ
け
／
⑥
道
の

駅
パ
テ
ィ
オ
に
い
が
た
】
で
、
こ
れ
は
見
附
市
の
10

年
間
の「
成
果
」の
現
況
を
、
ま
さ
に
目
の
当
た
り
に

訪
ね
る
よ
う
な
コ
ー
ス
だ
っ
た
。

Ｓ
Ｗ
Ｃ
集
大
成
の
一
つ
の
形 

「
ウ
エ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン
み
つ
け
」

　

出
発
地
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
レ

ア
ン
ト
（
平
成
22
年
オ
ー
プ
ン
）
は
見
附
テ
ク
ノ
・

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ（
県
営
中
部
産
業
団
地
）の
エ
リ
ア

内
に
あ
る
民
間
の
リ
ゾ
ー
ト
風
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
。
視

察
に
訪
れ
る
人
々
も
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
ホ
テ
ル
に

宿
泊
す
る
。
み
つ
け
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン

は
、
同
ホ
テ
ル
に
隣
接
し
て
い
る
。
バ
ラ
苑
中
心
の

本
格
的
英
国
庭
園
で
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ

ル
ー
プ
が
一
貫
し
て
管
理
し
て
い
る
。
休
日
と
も
な

れ
ば
市
内
外
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
詰
め
掛
け
る
、

今
や
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
が
、「
長
ら
く
活
用

を
検
討
し
て
い
た
市
有
地
を
活
用
し
、
産
業
団
地
造

成
に
際
し
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
緑
地
と
し
て
の
役

割
も
持
た
せ
た
一
石
二
鳥
の
事
業
」（
久
住
市
長
）
と

し
て
誠
に
秀
逸
だ
。

　

ま
た
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ネ
ー
ブ
ル
み
つ
け

は
、
も
と
も
と
中
心
市
街
地
で
営
業
さ
れ
て
い
た
大

規
模
商
業
施
設（
ス
ー
パ
ー
）の
撤
退
後
、
長
ら
く
空

き
店
舗
に
な
っ
て
い
た
建
物
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
平

成
16
年
）。
以
来
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
交
流
拠
点

と
し
て
、
ま
た
健
康
運
動
教
室
の
拠
点
施
設
と
し
て

も
機
能
し
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銭
湯
み
つ
け
健
幸
の
湯
・
ほ
っ
と

防災アーカイブ（刈谷田川氾濫）コーナーも備える「道の駅パティオにいがた」は近隣の人気スポット

市民が率先して取り組んでいる「花の街づくり」
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（新潟県）

ぴ
あ（
平
成
28
年
オ
ー
プ
ン
）は
、
既
存
の
老
人
施
設

跡
地
に
新
た
に
誕
生
し
た
、
老
若
男
女
が
楽
し
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銭
湯
。
中
心
市
街
地
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
交
流
施
設
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
商
店

街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

健
康
の
駅（
平
成
25
年
開
設
）は
、
市
立
病
院
の
ロ

ビ
ー
に
設
置
さ
れ
た
健
康
交
流
コ
ー
ナ
ー
。
健
康
・

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
情
報
提
供
や
健
康
相
談
・
健

康
教
室
な
ど
を
随
時
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
各
種
機
器

類
が
備
え
ら
れ
、
利
用
者
は
自
ら
の
健
康
を
推
し
量

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

次
の
道
の
駅
パ
テ
ィ
オ
に
い
が
た
（
平
成
25
年
開

業
）
は
、
刈
谷
田
川
の
土
手
沿
い
に
立
地
す
る
道
の

駅
。
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
産
直
マ
ル
シ
ェ
「
健
幸

め
っ
け
」
な
ど
が
入
居
す
る
ほ
か
、
平
成
16
年
７
月

に
発
生
し
た
刈
谷
田
川
の
大
氾
濫
に
よ
る
水
害
の
模

様
を
展
示
す
る「
防
災
ア
ー
カ
イ
ブ
」コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
る
。

　

先
に
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
視
察
地
巡

り
は
そ
の
ま
ま
「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」「
歩
き
た
く

な
る
ま
ち
づ
く
り
」「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

追
求
す
る《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
巡
る
道
行
な
の
だ
。

　

そ
し
て
順
番
は
後
先
に
な
る
が
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
タ

ウ
ン
み
つ
け
は
さ
ら
に
、「
現
時
点
に
お
け
る
《
ス

マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》
の
集
大
成
的
な
事
業

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
、
見
附
市
が
推
進
し
て
い

る『
住
ん
で
い
る
だ
け
で
健
康
に
な
る
ま
ち
』と『
住

ん
で
い
る
だ
け
で
健
康
に
な
る
住
宅
』
を
融
合
さ
せ

た
分
譲
地
」（
久
住
市
長
）だ
。
４
・
５
ha
の
市
有
地
に

74
区
画
の
分
譲
地
。
全
エ
リ
ア
で
無
電
柱
化
が
実
施

さ
れ
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
や
遊
歩
道
を
備
え
、
住
宅
建

設
の
際
に
は
統
一
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
や
健
康
に
資

す
る
建
築
材
を
使
用
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
も
設

け
ら
れ
て
い
る（
分
譲
開
始
は
平
成
29
年
）。

　

前
述
の
よ
う
に《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》

を
都
市
の
将
来
像
に
掲
げ
た
「
第
５
次
見
附
市
総
合

計
画
」
の
目
標
年
次
は
令
和
７
年
。
折
し
も
団
塊
の

世
代
が
一
斉
に
後
期
高
齢
者
へ
移
行
す
る
分
岐
点

（
２
０
２
５
年
問
題
）と
な
る
年
だ
。
そ
の
と
き
こ
そ

Ｓ
Ｗ
Ｃ
お
よ
び《
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
》実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
評
価
が
、
改
め
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
声
価
を
高
め
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
元
年
５
月
24
日
）《スマートウエルネスみつけ》の集大成的事業「ウエルネスタウンみつけ」の広大な分譲地

刈谷田川沿いの豪雨被災地に建てられた防災記念碑

刈谷田川の河原や土手を舞台に繰り広げられる見附今町・長岡中之島
大凧合戦は初夏6月の風物詩（大凧伝承館）
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